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会議の経過

第１回 本荘地域協議会

平成２０年６月２５日（水）

午後１時３０分 開会

４時０５分 閉会

１．開 会

２．事務連絡
●事務局（企画調整課課長 大庭）
企画調整課長の大庭と申します。よろしくどうぞお願いします。
新任委員のご紹介の前でありますけども、ご案内のように市の機構改革がござ

いまして、平成２０年４月１日から本荘地域の振興課が無くなりまして、その事
務につきまして、本庁の方へ分担しながら進めていくというふうな体制になりま
した。それに伴いまして、この地域協議会の事務につきましては本庁の企画調整
課で事務引継を行いまして、皆様とともに進めていくというふうな体制になりま
した。
ちょっと考えていただきたいところがございますが、ほかの７地区につきまし

ては、いわゆる総合支所の中に振興課がございます。したがいまして若干ねじれ
現象みたいな形にならざるを得ないと、いうふうになっております。本庁の企画
調整課では、ほかの７地区につきましては、振興課が企画調整課の下部組織みた
いな形にありまして、その振興課で地域協議会の事務局をもっているというふう
な形でございますが、本荘地域につきましては、直接、企画調整課で担当すると
いうことでありますので、私どもとしましては微妙な立場でございます。本荘に
つきましては直接でありますし、他の７地区につきましては、中に振興課がある
というふうな体制になってございます。その辺のところ、私どもとしましても、
若干戸惑いがあるところが出てくるかもしれません。何卒その点についてはご鞭
撻等お願い申し上げたいというふうに存じてございます。

・出席職員について紹介
・新任委員について紹介

３．会長挨拶
●細谷会長
本年度第１回の本荘地域協議会の開催に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。
委員の皆様方には、この時期何かとお忙しい中をご出席いただき本当にありが

とうございました。
加えて、日頃から当地域協議会の運営に当たりましても格別のご理解とご協力

をいただき感謝に堪えません。
、 、 。ただ今 大庭課長からお話しがございましたが 事務局の体制が変わりました

今後、大庭課長以下皆様方にいろいろご難儀をおかけいたしますが、よろしく
お願いいたします。
また、新しく委員になられた方々、お渡ししております資料にもありますよう

に この本荘地域協議会におきましても 合併後の 新市の均衡ある発展 と 住、 、 「 」 「
民自治のまちづくり」に向けて課題も多いことから、当協議会の運営に当たりご
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協力くださいますようよろしくお願いいたします。
本日の会議は、お手元の資料にございますように、公債費負担の適正化計画及

び 年度の予算編成の報告、更に総合発展計画にかかる主要事業の後期計画分20
の見直しなどについての説明であります。
初めての委員もおられますので申し上げますが、この地域協議会は本日の会議

のように行政の主要事業の計画や変更などについての報告並びに説明のための全
体会の他に、これまでは市の総合発展計画の主要施策(行政改革を除く６項目)を
軸に３つの分科会に分け、これを集中的に協議検討を重ね、最終的にはその各分
科会での協議内容をまとめて全体会に報告し、住民の立場からこれを「意見書」
として市長に提出し、回答を求めてきた経緯があります。
従って、諮問機関的な立場からの全体会はもちろん必要でありますが、この協

、 、議会のもつ役割を考えますと 住民に深く関わりをもつ住民自治の振興に向けて
生活・福祉環境の整備や農業問題、更には教育問題など、専門的な検討を要する
ことも多いことから、当協議会としては、今後とも全体会とは別に各分科会での
検討・協議は欠かされないのではないかと考えます。
これまで、当協議会では各分科会での協議課題を基に意見書と提出し、回答を

いただいてきたのでありますが、総じて深くご理解をいただきましたものもあり
ますが 「検討いたします 」という程度の中身もございます。、 。
意見書を提出した各事項が思い通りになるとは考えておりませんが、中でも住

民自治のまちづくりに関する事項について、行政から全市の地域協議会の正副会
長会議に諮り、意見も聴きながら決めていきたい趣旨のお話しがありましたが、
仮に全市の地域協議会正副会長会議で協議するにいたしましても、行政がより主
導性を発揮され、何とか具体的な方策を出して纒められるようなことをお願いい
たしたいと思います。
いま、地域協議会の役割の一つに「公の施設」の関係があります。このことに

つきましては、この会の発足当初に近隣の大手門温水プール「遊泳館」や本丸体
験学習施設「修身館」など、数件の施設を見学した経緯がありますが、各施設毎
の利用の状況や歳入・歳出額の収支状況、更には施設の管理・運営上の問題点な
ど、これまで詳細な説明は受けておりませんでした。
この度、この点について説明があろうかと思いますが、渡された資料を見まし

たら、年間において数千万円の赤字経営の施設が数件あるなど驚きであります。
いま、極めて厳しい財政状況の中で先の報告された行政の機構改革案に止まら

ず、この膨大な赤字を抱える「公の施設」の総合的な検討・見直しが求められて
いるように思います。
このお話しの際には、どうぞ皆様からもご意見をお寄せくださるようお願いい

たします。
今年度、初の協議会に当たり、新市の振興・発展と当会の適正な運営を図るた

、 。めに特段のご協力くださいますようお願い申し上げまして ご挨拶といたします

●議長
平成２０年度のスケジュール(案)以降、説明いただきます。

４．協議
・平成２０年度スケジュール案について

●事務局（企画調整課主査佐々木）
お手元にあります『平成２０年度本荘地域協議会「各回の位置づけ、スケジュ

ール」(案 分科会開催)』と書いているものと、２枚目ということで『本荘地域:
協議会における各テーマにおける時間配分案』横長になっています。２枚の資料
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の方をご覧いただきたいと思います。
課長からの説明にありましたとおり、昨年までは本荘総合支所において地域協

議会の事務を執り行ってきました。これまでの２年間、分科会という方式を採用
いたしまして、１８・１９年度という形で分科会を取り込みながら地域の課題を
ご協議いただき、地域協議会を進めていただいたところであります。
事務局が替わったわけですが、我々としましても基本的には分科会開催という

ところをできるだけやれるような形で進めていきたいと、いろいろ準備を進めて
きたわけでありますが、今年度いろいろ協議していただく事、総合発展計画の主
要事業の見直しでありますとか、先程議長さんからもありましたが、住民自治の
あり方とか、そういったところを本荘地域協議会の中でもぜひ協議していただき
たいということもございまして、そういったところを積み重ねていった結果、ち
ょっと分科会の時間が今のところあまり取れないのかなということで、先の分科
会の選択をいただくご案内の方にも 「協議の中で今後どうなるがわかりません、
が」ということでご案内させていただいたところです。
そういった形で、これから説明させていただきますスケジュールにつきまして

は、分科会について、時間が短いのかなと考えるところがございますので、そう
いたところで分科会の開催についても、どうするかということも踏まえて、皆さ
んでご協議いただければなと事務局としましては考えております。
資料の方をご覧いただきたいと思います。各テーマにおける時間配分の方をご

覧いただきたいと思います。
こちらにつきましては、テーマがありますが、本年度こういった内容について

本荘の地域協議会で協議いただきたいと考えている項目でございます。先程も申
し上げましたとおり、本年度は主要事業の後期計画の見直し、また、さくら満開
のまちづくりにつくグランドデザイン素案等の協議、昨年本荘地域協議会でもた
くさん議論していただきましたが、住民自治のまちづくりについて、意見書等も
出していただいておりますので、そういったところについて、もっと掘り下げて
全体会の中で協議いただきたいということでそういった時間、地域協議会のあり
方ということで、今年度で４年任期の一区切りとなりますので、この間の４年間
のこの地域協議会のあり方について、皆さんからいろいろご意見をいただきなが
ら、次回の地域協議会の役に立てていきたいということでそういった時間という
ことで、１から１１までの必要とする時間がある中で、２回目以降に分科会の方
を設定させていただいております。
２回目以降各３時間という時間を取らせたいただいておるんですが、先程申し

た内容を協議していただきますと、各分科会が３５分から４５分くらいの配分し
か、今のところ取れないのかなというふうに我々としましては考えております。
ちょっと分科会としては時間が少ないのかなと思っているところでございます
し、第２回目の分科会、分科会としては１回目のとこなんですが、分科会の中で
何を協議するかということを協議いただく形になりますので、そこでもまた時間
がかかるのかなというふうに感じております。
こういった時間配分を時系列に並べたのが縦長になっているスケジュールでご

ざいます。１回目の日程については割愛いたしますが、２回目以降に、さくら満
、 、 、開のまちづくり 総合発展計画の見直し作業 住民自治のまちづくりとあわせて

分科会を３５分程度、第３回目に総合発展計画の調整結果の報告、さくら満開の
まちづくりグランドデザイン素案についての意見交換、住民自治のまちづくりの
本荘地域のあり方を協議いただきまして、分科会の時間を４５分準備しておりま
す。第４回目、最後という形で、住民自治のまちづくりの３回目のまとめ、併せ
てこれまでの地域協議会や委員皆さんのあり方等についていろいろ意見をいただ
きたいというふうに考えております。最後に４５分程度分科会を行っていただき
まして、その分科会の総括をして協議の方は終了するという、年間のスケジュー
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ルとなっておりまして、この中には、意見書等について協議する時間等もまだ設
けられていないところもございますので、そういったところも踏まえて、分科会
というものをどうしていくか、こちらから出す事務局案としては心苦しいところ
があるのですが、ご協議いただきたいと思いますのでよろしくお願いします。

●議長
、 、委員の皆様方にお諮りいたしますが 先程ごあいさいの際に申し上げましたが

当初全体会だけではつくせない部分がありましたので、専門的な分野でそれぞれ
分科会に別けて、総合的な検討を加えて、それぞれの課題を意見書としてまとめ

、 、 、た経緯があるわけですが 先程申し上げましたとおり いろいろ課題も多い中で
どれ程の意見書の中身になるかは、ともかくとして、いろいろ分科会において協
議することで、方向性もまとまり意見書もまとめやすいのではないかなという感
じがいたします。
ただ今説明をいただきました中で、分科会の報告というものがございます。そ

れをみますと第４回の地域協議会を２月中旬に行うこととし、その際に分科会か
らの報告及び意見交換となっておりますが、この日程からいたしますと３回、も
しくは３回の後にもう１度くらいあれば、よろしいのでしょうけど。意見書を出
す段階での意見集約や総合的な分析をする機会がもたれておりませんので、この
第３回か、その後ぐらいにもう１度、この報告、意見交換の場がもたれるといい
のではないのかなと気がしますのでご検討いただければと思います。
改めて、委員の皆様方にお諮りいたしますが、全体会では言い尽くせないもの

もあり、分科で深く検討・協議した方が如何と思います。分科会を設けることに
ついて、どうでしょうか、ご意義ございませんでしょうか？皆さん方のご意見い
ただければと思います。どうぞご発言いただけますでしょうか？

●Ｎ委員
私も分科会は必要だと思います。どうしても深い話しようとすれば分科会にな

らざるを得ないだろうと、ただ、時間が３０分から４５分というと、関係者のお
役所の方にお伺いしますが、一つのテーマの会議で３０分かそこいらで結論が出
る会議を経験されていますか？人数にもよるでしょうけれども、特にいろんな問
題にあたる場合には、とてもじゃないが少なすぎるというふうに思います。大体
ひとあたりの意見を聴いて、誰々の意見をもっと深く掘り下げようかというふう
な話になっていくかと思いますけども、一つその辺のところで考慮いただければ
と思います。
それからもう一つ、地域協議会という位置付けですけども、私誤解しているか

もしれませんが、委員の任命をいただいたときに、この会の主旨というもののご
案内をいただきました。市の条例で地域協議会の仕事の役割が決まっているとい
うことが一つ、報酬は無しとするということが書いてありました。
それで無報酬だから適当にやるということは毛頭考えてませんが、今日ご出席

のメンバーを目勘定させていただきますと、メンバー表の半分も出席されていな
いので、こういう委員会ですと、人数何％出ていますので会議成立しますという
ことが、冒頭あるわけなんですけども、そんな堅苦しいことは言わないんだとい
うことであれば、それはそれで結構です。
私が言いたいのは、今年で４年目だそうですけども、私は昨年からお世話にな

っているわけですが、この委員の中で１度もお会いしてない方がいるかと思いま
す。事務局にお願いします。３年間の間で１５回くらい開いているかと思います
が、１度も出席されていない方が委員に載っけている意味は何でしょうか？一つ
その辺の構図を整理していただきたい。そうすれば地域協議会というものの役割
ということをもう少し認識してもらえるのではないかと？



- 5 -

私がこだわる理由を申し上げます。今回の公民館云々という話。公共施設の廃
止が突然に１月に出ました。条例を読ませていただくと、地域協議会というのは
事前に開いて了解を得ることになっている。地域協議会の意見を聴く、意見を聴
くの「聴く」は、傾聴の「聴」です。門構えの「聞く」と傾聴するの「聴く」で
は意味が全然違うんですよ。その辺のところをもうちょっとお役所の方は理解し

。 、 、て欲しいわけ 私は 今回のコミュニティの新聞に書かせてもらいましたけども
順番が違うのでないかと。
取りも直さず、我々は一生懸命ここでやっているんだけども、市のトップの人

は地域協議会なんてものは全然頭の中にないと言わざるを得ない。そういうこと
もあるので、私は地域協議会が意味あるものにしたいので、まじめに出てきて、
まじめに意見を言う方の会議にして欲しいと、これは是非お願いします。

●議長
行政側にかなり厳しいご意見だったように思いますが、ただ、Ｎさんのお話の

ように条例上、決められているこの協議会であり、役割も決まっているわけであ
りますので、なんとかその辺を伺っていただければと思います。
結論的に、Ｎさんは分科会の存続ですね。

●Ｎ委員
そうです。

●議長
ということでよろしいですね。ありがとうございます。ほかにご意見ございま

すか？では、前年度までと同様に全体会と分科会にわけて協議していくことにつ
いて、よろしいございますか？

●委員
はい

●議長
では、大庭課長、そういうことで当協議会としては分科会を２０年度も存続す

るというこでお分かりいただきたいと思います。
また、Ｎさんのお話しにもございましたように、この日程的にかなり厳しいそ

の４時までの時間を４時半まで延ばしても３０分追加できることになりますし、
それができなければ、会をもう１回足すようなことも、やり方としてはあるので
はないのかと思いますので、その点もご検討いただきたいと思います。
では、２０年度のスケジュール案については以上のことで終わりたいと思いま

すが、５番目の報告に移ります。
問題になっております、公債費負担の適正化の問題が一つ、２０年度の由利本

荘市予算の概要について、ご報告いただきたいと思います。

５．報告
・公債費負担適正化計画について
・平成２０年度由利本荘市予算の概要について

●佐々木理事
本日は公債費負担適正化計画と２０年度予算の概要についてご説明させていた

だく機会をいただきまして本当にありがとうございました。
このまちがどういう財布の状況で、これからどうなっていくのかというふうな
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ところをぜひ皆様方にご理解いただきたいというふうに考えた次第でございま
す。ご配慮に感謝申し上げながらご説明させていただきたいと存じます。
お手元の資料の１に公債費負担適正化計画がございますので、それをご覧なっ

ていただきたいと思います。お開きいただきまして、一番上の方に「公債費負担
適正化計画について」というゴシック文字がございますが、これはかねてから申
し上げておりますとおり、昨年の秋１８年度決算の段階で実質公債費比率が１８
％を超えまして、１８．３となったというようなことで、地方債の発行に関して
は許可を要する早期是正措置対象団体となったというふうなことから、この適正
化計画を立てたものでございます。
内容について、５ページの裏側の方から横長の表がございますので、これをご

覧いただきたいと思います。これは、今後の１０年間の推計なんでありますけど
も、見方は、この右の方に平成１９年度を初年度にしまして、２年度、３年度と
ずっといきまして第１０年度、これは平成２８年度にどうなっていくのかという
ふうなところです。縦のところで①公債費充当一般財源から⑩標準財政規模まで
いろいろ書いてありますけども、この比率を出すのは、割り算の世界でございま
して、分子の方に①から⑥を足して、それから⑦と⑧を引いて、分母の方に⑩か
ら⑧と⑨を引いてと、これはどうでもいいわけですけども、それで、出した数字
がどうなんだということであります。
推計１は、左上の方に書いてありますが、総合発展計画の計画通りに起債をし

た場合どうなるかというふうなところの推計でございます。
平成２８年、ずっと右側の方に行きまして、⑪実質公債費比率（単年度）で、

１９．０、１８％まで下がらない。これは３カ年平均の数値を採用して参ります
、 、 ． 、から ⑪の下の方３カ年平均がありますが これも２０ １というふうなことで

この計画は「待て」ということであります。
次のところで推計の２。これは、言葉が難しくてすみません、既往債等に基づ

く実質公債費負担がどれだけか。既往債ですから前に借りた借金、これだけ、返
すだけ、借りない、起債を１円もしない場合どうなるかというなことでありまし
て、これはずっといきますと、単年度で１８％未満になるのが第６年度、平成２
４年度で１７．４％に落ちます。それでも過去３年間の平均を採用しますから、
それが１８％以下になるのが、第８年度、平成２６年度のところで１７．６まで
落ちるというふうなことです。こうすると、１８％未満になりますけれども、借
金を１円もしないという事になりますと、仕事は全くできないに等しいわけであ
りますので、これではイカンということで推計の３。
今年度以降、予定の額を制限した場合どうなるか。制限というのは、予定して

おります計画の４割カットした場合の推計であります。そうしますと⑪実質公債
費比率の単年度が１８％未満になるのが第８年度、平成２６年度１７．４まで落
ちる。３カ年平均を採用しますので、結局１０年目の平成２８年度で、初めて１
７．４％になると、こういう計画でございました。
この計画書は、平成２０年、今年の２月に県の方に提出しておりまして、了承

いただいたものであります。お戻りいただきまして、３ページをご覧いただきた
いと思います。下の方ですが「３．目標・計画期間」とあります。ここにありま
すとおり、一番下ですね「合併し、新市一体性の確立、均衡ある発展を成し遂げ
るために必要な事業については、計画の見直しを図りながらも、実施の方策を見
いだしていかなければならない 。先程申し上げましたとおり、仕事を何もしな」
いというわけにいきませんので、これは、見直しをしながらも何とかやっていか
なければならないというふうなことでございます。
４ページの４番、今後の地方債発行等に係る方針であります。これも、先程申

し上げましたとおり、起債発行予定額につきましては約６０％に抑制する。４割
カットするよというふうなことで。それから、借金をする額は返済する額よりも
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多く借りません。これは当たり前の話しであります。
そういうわけで平成２０年度から２６年度までの発展計画に登載される起債発

行予定額総額の予定が４５１億７５００万円でありますけども、６割圧縮、４割
。 。カットということで２６６億１６００万円に圧縮する こういう計画であります

お隣５ページの所に 「５．目標達成までの管理方法」があります。普通会計、
の歳入を確保しましょう。入ってくる金をとにかく確保しましょうということで

。 、 。未収金対策 未収金はとにかく早めに回収しましょう しっかり回収しましょう
それから使用料・手数料を見直ししていかなければならない。未利用地の売却、
売り払うというようなことで歳入をとにかく確保しなければいけない。
その一方で、②歳出を削減しなければいけない。事務事業の再編・整理・統廃

合、補助金の見直し等を実施する。歳入を確保して、歳出もしっかり削減してい
くような方策を取ろうじゃないかという計画でございます。
それから（２）公営企業会計、この下水道事業、あるいは集落排水事業、簡易

水道事業、スキー場事業、これらの事業費については、徹底した見直しを図って
いかなければならないというふうなことであります。具体的なことは記載されて
ありますので。

、 「 、というわけで 下から４行目ですね 今回策定した適正化計画に基づきまして
毎年、公債費比率を検証する 」とそれから「発展計画のローリングを行う 、。 。」
さらには、新しい事業はもちろん、当然ですが、継続事業についても「あわせて
検証して、事業の計画の見直し、あるいは休む、あるいは止める等についても考
えていかなければいけない」というような計画であります。
これを今年の２月に県の方に提出しまして、了承をいただいて、今年度も借金

をすることができたと、こういうことになったわけであります。
次にこれを受けまして平成２０年度の由利本荘市の予算の概要を報告申し上げ

ます。資料の２をご覧いただきたいです。
最初に２ページをご覧ください。今程申し上げましたとおり、公債費負担適正

化計画を樹立したところでございまして、この計画では平成２８年度までの１０
年間というようなことで、起債発行予定額は、先程申し上げましたとおり４割カ
ット、６０％約２６６億円に圧縮したというふうなことから、新年度予算の投資
的経費は、学校建設等、継続してやっていますので、これは止めるわけにいきま
せんが、新規事業、新しい事業は、ほぼ全てを原則先延ばし原則延伸した。先程
申し上げたとおり計画の中でいろいろな事業について、必然性、効果など精査す
るというなことをしていこう、というのが本年度のベースにあるところでありま
す。
お開きをいただきまして３ページ一般会計予算であります。そういうふうなこ

とから本年度の一般会計の予算総額は４７０億７千万、対１９年度比で減４４億
円、８．５％減というふうなことになった状況です。
５ページをお開きください。少し説明をさせていただきたいのでありますけど

も、上の方の３行であります 「なお、平成２０年度末決算時における市債残高。
見込み(借金残高)は、７８５億円程になる一方、財政調整基金をはじめとする基
金残高見込み(貯金残高）は、４０億円前後と見込まれる 」と書いてあります。
が、これは、国保会計だとか、下水道だとか、農集だとか、様々な基金、目的の
ある手のつけられない基金がたくさんありまして、財政調整基金として使える基
金が７億かそこらしかない状況であります。見込みでありますけども少し少なく
見積もって７億いくらしか、この貯金がなくなる。大雪が降って除雪しなければ
ならないことが１ヶ月２ヶ月も続くと、７億８億の基金は一発ではりつくという
ような状況であります。
１１ページのところで予算の概要を歳出歳入それぞれ記載しておりますのでポ

、 。イントだけ抑えていただきたいと思いますけども 最初に歳入の市税であります
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今年度は８３億３６００万程を見込んでおります。１９年度よりも若干伸びてお
りますけども、これは、税率が上がったわけでありませんが、法人税が少し上が
るのではないかという見込みを立てていますが、景気次第ではそのあたりどうか
なと。
下の方で繰入金がございます。３億４５８２万８千円。いわゆる貯金からの繰

入金であります。ご覧いただきたいのが、平成１９年度の繰入金。これが２０億
３４２５万９千円でございました。２０年度は３億円しかない。１６億８８００
万の減です。これは当然でありまして、繰り入れる貯金がありませんので繰り入
れられないと、こういうふうなことであります。

、 、 。 。それから 依存財源の下の方 地方交付税でございます １８７億７８００万
去年の秋１０月くらいには、地方交付税は１９年度よりもかなり下がるのではな
いかというふうな見込みを立てておりましたところ、例の地方再生対策費という
全国４千億円の配分がございました。そのおかげで何とか、４．５％増、８億円
くらい多くなったということで、首の皮一枚つながったなと安心しているところ
です。
それから国県支出金と市債、対前年度比でかなり下がっておりますけども、こ

れは当然、事業費の見直しなどやりましたので、それに関わる交付金とか起債を
減らしたというようなことで、４７０億７千万となっています。
一方、歳出でありますけども、１番の議会費から１４番の予備費まで軒並み対

前年度比△になっております。唯一△でないのは１０番の教育費、対前年度比１
０％伸びておりますが、これは学校建設がピークでございまして、これは減らす
ことがどうしてもできませんので。それから、公債費、借金返済の額が少し増え
ていると、それ以外は全て対前年度比△であります。
とりわけ、６番の農林水産業費、７番商工、８番の土木費これらについては、

非常に大幅な減でありまして、この３つ合わせただけで対前年比３６億円の減と
いうふうなことでございます。
これから財政課長がお話ししようかと思いますけども、平成２０年を含めまし

て、この後、公債費負担適正化計画に基づいた財政計画というものも出ておりま
す。そちらについても説明させてもらうことになります。
１５ページ以降はですね、２０年度の重点施策、主要事業がございますので、

これを参考までにご覧いただきたいと思いますので、省略させていただきます。
平成２０年度は既に６月に入っておりまして、６月定例議会が昨日終わりまし

た。新聞でご案内のとおり補正予算を組まさせていただきまして、およそ１７億
円程増額ですありますから、当初予算が４７０億円なので４８０億を上回ってお
りますが、 １７億の補正予算の内、大半が借金の借換であります。高い利息、
７から８％の利息の借金をもっと低い借金をして返すことによって、利息が節約
になりますので、そういうことで、今回の６月議会では１７億円の補正をしたと
ころである。これによって、ここ５～６年によって、６千万程の節約ができると
いうことで、一つ頭に入れておいていただければよろしいかと思います。
以上、少し急いでしまいましたが、適正化計画と２０年度予算の報告にさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いします。

●議長
ありがとうございました。
次第５番の報告、２ついただきました。これにつきましては、決まった事項の

報告でございますので、特段皆様方からご意見も無かろうかと思います。
次に移らせていただきまして、６番目の説明に入りますが、財政計画素案と総

合発展計画主要事業でありますがその見直し、それから２０年度の事業計画本荘
地域分ですね、それから公の施設の利用状況等について説明をいただきます。
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６．説明
・財政計画素案と総合発展計画主要事業の見直し作業について

●阿部財政課長
財政課の阿部でございます。貴重な時間をいただきますけども、今年度企画サ

イドの方で総合発展計画の後期の主要事業の見直し作業をこれから決めるところ
でございますけども、今、佐々木理事の方から話しがありましたように、非常に
厳しい財政状況下であります。地域のいろんな事業を皆さんの方で話し合われる
前に、市の財政、それから今後の２６年度までの財政がどのように動いていくの
かということを説明させていただきますので、少し時間をいただきたいと思いま
す。
それでは資料４の方になりますけども、Ａ４タイプの横の数字の羅列されたも

のと 財政計画の素案について と それから縦長の 新市まちづくり計画 財、「 」 、 『 「
政計画 』の３つの資料がいっているかと思いますが、この３つの資料に基づき」
まして説明をさせていただきます。
『新市まちづくり計画「財政計画 』というのは、合併協議の際に、それぞれ」

の地域の方から出された事業について、合併協議会で取りまとめた財政計画であ
ります。この殆どが、今の総合発展計画という形で仕事が動いてきたわけですけ
ども、かなり当初、合併の時に描いていた希望どおりはいっていないというとこ
ろでございます。
今回のこの財政計画の素案の明示でありますけども、基本方針の一つとしまし

ては、先程説明をしました適正化計画の具体的な取り組み、こういったものをや
る段階で、はたして２１年度から２６年度まで、どの程度の財源を事業に振り向
けることができるかということで、その財源を企画調整の方に提示するものであ
ります。
通常、財源を提示する場合は、一般財源を企画の方に何年にどれくらい使えま

すよと提示するだけでいいんですけども、今回は、適正化計画という中で借金を
する場合、県の許可が必要です。このままのペースで行きますと、ちょっと危険
信号になりますよということになりますので、起債の枠を２６年度までで、２６
６億円という目安をもっております。この目安を県に示しまして、これならいい
だろうということで、計画の承認をいただいたのが２月の７日でございます。
今回の基本方針の２つめのところには、先程説明しましたとおりに、２６年度

までに４５１億７５００万円の起債額をですね約６０％に圧縮しましょうという
ことであります。
それからもう一つは、先程言いましたように一般財源だけ出せばいいというも

のでなくて、やはり借金した場合の償還のシュミレーション、そういったものを
見ていかないといけませんので、どの事業を当てはめていくかなど、事業の優先
順位を見ていく必要がありますので、仮定ではございますけれども、今進んでお
ります継続事業ですとか、これから予想されるような事業、こういったものを当
てはめたものが、皆さんのお手元にありますＡ４の横の「財政計画の素案」とい
うものに、年次で２６年度までのところに出ている数字です。
この数字というのは、投資的経費につきましては、あくまでも仮定でございま

して、その数字を見ていってもらえればわかると思いますが、一番下の歳入歳出
の差引、２０年度は、これは当初予算でありますけども、お陰様で予算を組めま
した。今のところ０でございます。ですけども２１年２２年、これ百万円単位で
すが、２１年度は１億８千万程足りない、２２年度は２億５７００万程足りない
と、２３年以降については黒字を見ることができている訳なんですけども、こう
いったものを投資的経費のところで、今考えられるところの事業を仮定で当ては
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めた場合に、プラスになったりマイナスになったりというふうな状況になってい
ることを示させていただいております。
それから、申し訳ございません、先程の縦長のプリントに戻らさせていただき

ますけども、これが決まった数字ではございません。これはあくまでたたき台で
あります。これから企画調整課とはいろいろなキャッチボールをしていきます。
企画の方で例えばこの事業は前にもっていくとか、これは後にもっていくとか、
そういったことの作業をやりながらこういったマイナスをなくしていくとかそう
いった作業になっていくわけであります。ただマイナスを防ぐだけではなくて、
適正化計画の中で、基準値１８％を１年でも早くクリアするような計画を立てて
いくということであります。
それから２枚目を見ていただきたいと思います。試算の算出根拠というところ

。 、があります この中には単純に数字を当てはめていったわけではありませんので
数字の根拠をこちらの方に記載してありますので、その辺については後でご覧に
なっていただければというふうに思います。例えば地方税ですけども、これは税
務課の試算でございます。当然、対象が減って参りますので地方税の方はずっと
先細りというような数字になっております。そういった算出根拠を記載しており
ますので後でご覧いただきたいと思います。
先程のＡ４の横に数字が書いてあるものについて、大雑把に説明させていただ

きます。地方税につきまして、見ていただければいいのですが、１８年度と１９
年度で大雑把にいきますと、約８億ぐらい違っております。これは皆さん聞いた
ことがあるかと思いますけども、税源移譲の関係でここが一挙に増えております
が、反面、下の方にあります依存財源では７億８００万、ここで約７億ぐらい減
っていますが、依存財源の地方譲与税から地方税、所得税から市民税に充当替え
になったということであります。
それから、分担金負担金関係につきましては、例えば保育園の保育料といった

ものが約３億近く入っております。
使用料手数料につきましては、先程議長さんの方からお話しがありましたけれ

ども、いろいろな施設の使用料ですけども、やはり受益者負担ということで、今
行革の方でも減免の見直しとか、そういったものの作業に進んでいるところであ
ります。
それから、財産収入につきましては、２０年度４億１千万とここだけ突出して

、 、 。おりますけども 大内ＴＤＫの工事の関係で ここが時期的に突出しております
大体２億２７００万程でずっと、固定をして試算をしております。
それから、自主財源の繰入金ですけども、あえて今回、決算を１４年度から入

れております。繰入金というのは、先程理事も話しをしましたけれど、基金、貯
金からの取り崩しを行って、いろいろなものに使うわけですけども、平成１６年
度、合併直前でございますけども、５１億程これを各自治体の方で繰り入れをし
て、事業を行っていると。これが特色であります。１４年、１５年、２０億３０
億というふうな使われ方をしておると、特徴的であります。この繰入金の使われ
方が、例えば、下の依存財源の方に移りますけども、市債というのは先程言いま
した地方債、借金でございます。当然、歳出の方の投資的経費の方にも絡んでく
るわけですけども、これも見ていただければわかるように、１４年、１５年、１
６年７０億から１５年は８５億、１６年は９４億。１９年度の市債のところ１１
０億１９００万というふうになっておりますけども、これから２０年度に繰り越

、 、される事業がありますので ここ最終的には８６億４９００万程になるのですが
その数字を入れてみても、いかに１６年度の借金が多いか、これがわかるかと思
います。合併を前にしてそれぞれの自治体で最後の仕上げといいますか、いろん
な事業を大急ぎでやったふうな足跡が伺えます。決してその中で、例えば過疎債
を有効に使ったということもあるのでしょうけども、その他の財源、１６年度に
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おきましては、その他が約５０億。これは交付税算入にあまりならないものと理
解してもらっても結構かと思います。
それから歳出の方ですけども、合併効果があらわれるものに人件費的なものが

第１に上げられるわけですけども、１６年から１７年で、この数字だけを見ます
と何にも変わりないなと指摘を受けると思います。今回の合併の際には、単なる
自治体の合併だけではありませんで、消防事務組合、それから広域のゴミ処理関
係の方々が一緒の由利本荘市の組織に入ってございます。その他のところの内訳
の補助費等というところ、１６年度、１７年度のところで約１０億減ってござい
ます。合併前ですが、一部事務組合に対する負担金、これ人件費を含めてなんで
すが、これは補助費等の中から出ております。これが約１０億程。これが１７年
度には人件費のところに足されていきますので、合併で一部事務組合の人が一緒
にならなければ、人件費が１０億ぐらいは、減るだろうと見てもらってかまわな
いと思います。その分補助費等が、１６年から１７年にかけまして、１０億ぐら
い減っていると見ていただきたいということです。

、 、 、それから 扶助費につきましては １６年度から１７年度の違いというものは
、 。 、町の生活保護関係 これは県の管理でございました これが市になりましたので

その分がここに出て参ります。
それから、投資的経費でございますけども、先程の市債と連動する形でここは

１６年度のところ、非常に大きい数字が出ております。１９年度のところも、こ
こまでは行きませんで、やはりピークは１６年度。いかにこの辺でたくさんの事
業をしたかということがわかります。この反動がどこに来ているかということで
すが、投資的経費の上の方公債費というところを見ていただきたいと思います。
借金をしますと、利子と元金があるわけですけども、借金の大方が３年程の据

え置きで３年間利子を払っていきます。４年後から元金の償還が始まります。そ
の算式を当てはめていきますと、公債費の高くなってきたところがどこかといい
ますと、１９年度８３億９千万程、この１９年度の借金の返済のところの事業は
どこかといいますと、１５年度であります。それから、２０年度の８７億１８０
０万、この公債費の償還ですけども、この事業がどこで行われたかといいますと
１６年度の事業。この償還が２０年度に元金が始まるということであります。
先程、一番最初にまちづくり財政計画というものを皆さんにお示ししたところ

でありますけども、この段階で、合併が１７年度ですので、この計画を立てると
きは１４年から１５年ぐらいのところ。１６年度にこれだけ各自治体で動かれる
ことは、合併協協議会の方ではつかんでなかったと思います。
この反動というのは非常に大きいございまして、当然、公債費の償還には交付

税算入されるものもありますけども、算入されないもの、先程１６年のとき５０
、 、億ぐらいの借金 これはあまり交付税歳入のないものですよと言いましたけども

。 、こういったものが全て一般財源で対応しなければならなくなります そうすれば
一般財源をどこから出すかと言いますと、貯金から出すしかなくなります。です
から、１７年度以降、繰入金というのは、そっちの方に多用せざるを得ないとい
うふうな、悪循環になってきたというふうに思います。
１７年度の合併以来、いろいろな事業を合併特例債を活用した事業をというこ

とで、皆さん本当に夢を持って合併されたと思いますし、本来合併特例債の活用
は非常に有効な手段なのですけども、何ともそれ以前の土台が非常に厳しいと。
いざ有効な方法をもって事業を展開できればいいんですけども、それ以前に結構
なレベルでの借金ができているということになります。
先程理事が説明をしました適正化計画というのは、実質公債費比率が１７年度

決算からできた制度でございます。ちょうど夕張がありましたので、こういう事
が発生したのですけども、それ以前は普通会計だけの決算をみていれば良かった
のですけども、例えば特別会計、下水道であるとか集落排水の特別会計とか、い
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ろいろなものにこちらの方から繰出金という形で出しております。下水道事業が
どんどん進んだとしても、利用してもらわなければ、その分の経営が非常に厳し
くなるわけですんで、その分を一般会計の方から繰り出しをしていくということ
になります。そういったものが、その他のところの繰出金というところになりま
。 、 、す 約４５～４６億のところで推移をしておりますけども その辺につきまして

例えば合併の見方としては３７億程しかみておりません。この段階で１０億違い
ますし、公債費の償還にしても、かなりの数字が、債が生じてございます。
こうしたところのゆがみが結構効いてきておりまして、先程言いました実質公

債費比率は１７年度決算ですけでも、もっと前にその比率が適用されているんだ
とすれば、もっと前に適正化計画の許可団体になったというふうなことが言えま
す。
以前理事が市の財政状況のところで話しをされたかと思いますけども、皆さん

に誤解をしてもらいたくないのは、今、財政健全化法というのができまして、そ
の中で実質公債比率が２５％でイエローカード、３５％で夕張と同じレッドカー
ドなわけなんですけども、うちの方の１８．３％というのは、それに比べるとそ
んなに心配する必要はありません。
というのは、事業２６６億に圧縮させていただくということ、先程理事が説明

しました、国の制度を活用しました市債の借換、これで利子もかなり軽減されま
すし、去年行革の方で作業をしてもらいましたけれども補助金の見直しとか、そ
ういった抜本的な見直しをして、皆さんからご協力いただければ、この２６年の
中でも、今厳しい数字をお見せしておりますけども、かなり改善されるのではな
いかというふうに考えております。
非常に雑ぱくでありますが、この財政計画について、一般の市民の方に説明し

。 、たのは初めてであります あえて１４年からの数字をお見せしたわけですけども
これまでの経緯と、それから今後皆さんに頑張って理解していただかなければな
らないところ、そういったところをご理解していただければと思います。
それから合併をして今４年目でございますけども、これから何を切り捨ててい

かなければいけないかと言いますと、これまで合併の中には、先程の合併特例債
という借金の恩恵しかお話ししておりませんでしたけれども、普通交付税とか特
別交付税の中でもいろいろ非常に恩恵があります。普通交付税は、合併してから
毎年３３億円ぐらい多くもらっております。これは２６年までで終わりです。２
７年になればこの数字が減っていきます。２７年で０．９とかずっと減って３２
年にはその３０数億円が、普通交付税、使おうと思えば何にでも使える一般財源
が、今度３２年には何もなくなります。その時に地方税もかなり落ち込んでいる
と思います。
そういったことを考えますと、今２６６億の借金の幅を抑えようとしているん

ですけども、後半の２４年から２６年、この辺りでもしかして気がゆるんで合併
特例債を使える内にもっと大きい事業をしようと考え出しますと、２７年以降の
一般財源、どんどんどんどん減って参りますので、今より厳しい状況が出てくる
かもしれませんので、この辺については、しっかりと見ていかなければいかない
と考えております。
最後になりますけども、先程のＡ４の縦長の数字の一枚目をご覧ください。財

政計画によりますと 「投資的経費に係わる見直し」という中程のところです。、
投資的経費につきましては、まちづくり計画で当初、合併の時見込んだ総事業費
１２２２億１６００万。２０年度までやった分が５２０億。執行率４２．６％。
私が今説明しました、財政計画素案でいった場合に、２１年度から２６年度まで
の事業費は２９４億ございます。１７年、合併してから１０年での見込みは８１
５億円。まちづくり計画の６６．７％。ちょうど３分２の事業が消化できるとい
うふうな数字でございます。
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それから地方債につきましては、まちづくり計画のところで７４９億３４００
万円を見ておりましたが、これまで３０２億程、執行率４０．４％。新しい計画
の中で行きますと、今後２０８億円程の起債見込みでございます。１０年間の最
終的な見込みとしては５１１億円、まちづくり計画と対しますと６８．３％の借
金を行うと。
地方債の中でも非常に有利と言われております合併特例債。まちづくり計画の

総起債額は、４９４億円。４９４億円の中には基金を積めますよというのがある
んです。４０億円を見込んでおります。現在、３０億円の基金を合併特例債を活

。 、用して積み立てております ただちょっと自由がきかない部分がありますけども
３０億円は積んであるということをご理解ください。合併特例債、２０年度まで
基金を含めまして１６５億２８００万円、約３３．４％。新しい計画の中では最
終的に１０年間で３５６億円、まちづくり計画からいきますと７割は消化します
と言うことであります。
それから、次のページの過疎債でございますけども、合併の時に何でもかんで

も合併特例債が使えますよということ、国も、中心部と周辺部の格差是正のため
にも合併特例債を活用できますよというふうな形で宣伝があったかと思いますけ
ども、いざ蓋を開けてみますと、当初１７年１８年頃は学校の改修事業も合併特
例債の対象となって使わせていただきましたけども、去年あたりからはこれは合
併に関係無いでしょうということで、対象から外れてもおります。簡単に言いま
すと、周辺部のところに合併特例債を使う事業は非常に難しいところです。です
ので、何が有効かと言いますと、従来どおりのこの過疎債。これを活用した事業
がやはり周辺の旧自治体のところでは重要なところでありますが、なにせ今の法

。 、律が２１年で終えようとしております この恩恵を扱っている団体としましては
法の存続、新しい制度のスタートを望んでいるところですけども、それが有るか
無いかでは、このまちづくり、特に周辺部の事業については、非常に大きな影響
があるということになります。まちづくり計画の２１年度までの見込みは、５７
億程でありまして、執行率は６４．３％というような状況になります。
それから、先程は無しをしましたが、とにかく歳入歳出抜本的な見直しを図る

。 、と言うことであります 国でも補助金で建設された施設等について１０年という
概念をこれからなくしましょうということで、それぞれの省庁の方から通達が入
っております。移転とか譲渡とか、そういうことが大丈夫ですよと。どんどんど
んどん進めて最終的には、もっと自治体が身軽になるべきだというふうな方向が
示されております。
それから、財政的には、公開制というところで複式簿記関係の方向が示されて

おります。自分たちの資産が、どういうふうな形、どの程度のものがなんとある
か、住民の皆さんに説明して出しなさいと。最終的には、自治体で抱えている資
産で処分できるものは処分しなさいと。地域に委ねれるものは委ねなさいと、そ
ういうふうなことの目標のようでございますので、先程Ｎさんが言われましたよ
うに、拙速な公民館、出張所云々と言うことではなくて、順序を追いながら皆さ
んに説明を加えて、ご理解をしていただきたいと考えております。雑ぱくであり
ますけども以上で説明を終わります。

●大庭企画調整課長
今、財政課長がご説明申し上げました、財政計画素案ということでありました

が、その素案を受けて実際に、それでは今後どうしましょうかということに入っ
ていくわけであります。
合併後の１０カ年では５００の事業がありました、これがいわゆる主要事業と

言われる事業でありまして、合併時に各市町が持ち込んできたものであります。
これが段々執行されてきているわけですけども、今の時点で実際手が着いていな



- 14 -

いのが３５０から４００ぐらいだと思います。そのぐらいの事業について、今後
６年間でどのようにして実行していくのか、いくように計画していくかというこ
とを今年中にしなければいけないというような状況でありまして、実際に、今回
皆さんにお示しました横長の素案でありますけども、素案に基づきまして、企画
調整課の方で調整をしていくわけであります。
調整にあたりまして、最初に現在手つかずの事業について、どういうふうな状

況のになっているかということを検証しなければいけないということで、各担当
の方に個別の調書を作成していただきます。調書に基づきまして、優先性とか、
要望・希望などである程度順番を決めていただくことになります。
今のところ２６６億というのが一つ目安となっていますので、約４０％ぐらい

からもう少しなのかなと思っていますが、それを天井、シーリングにします。例
えば合併時には１００億使えたものが６０億しか使えないよというふうなシーリ
ングにします。シーリングに当てはめて、各地域の支所のところで、これはやっ
ぱり止めましょうとか、これは我慢しましょうとか、これは先送りしましょうと
かというふうな、年次までも踏み込まなければいけないと思っていますけども、
そういうふうな素案を作るという作業になります。
その素案について、各地域協議会にそれぞれの地域の分についてお示しします
、 、 、 、ので 地域協議会の方で それについて協議といいますか ご意見といいますか

そういうものをもらう形になります。それを先程年間スケジュールのところにあ
りましたように９月に１回、やりたいと思っております。
はっきり申し上げませんけども、本荘地域でも事業とすれば６０から７０ぐら

いの事業になると思います。例えばその６０ぐらいの事業がありまして、総予算
額、使える予算がこれぐらいだよというふうな額があって、事業ごとに連動なり
したものがあって、それでこれはこうした方がいいのではないかというような、
ご意見を聴くことになります。例えば、今まで１０カ年の中に事業が無くて、新
しくやりたい事業が地域によって出てきた場合には、入れてもらってもかまいま
せんけども、外の事業を落としてくださいということになります。要するに総額
は増やしませんよというふうにならざるを得ないということです。
そういうふうな調整を９月に１回行いまして、各支所で調整したものを合体さ

せて全体像を作ると。全体像で合わせてみて、合わないところについては、ここ
について我慢してくれとかといった調整をして、もう一回落としてみたもので、
各地域分については地域協議会にお示しすると。そこで、これだったら厳しい一
般財源だから、しょうがないだろうと、分かったと。満足はいかないでしょうけ
ども、ある程度のご理解をいただいたものを作って、それを、市議会の方にも同
じような意見聴取をしていますけども、その市議会と地域協議会の二つの意見を
併せて最終的な総合発展計画主要事業の後期計画というような主要事業の今後の
６カ年計画というものを作りたいと、いうふうなことになるわけでして、そのこ
とにつきましても財政計画を経て、今日、皆様の方から、概要になりますけども
分かったというようなことでご理解お願い申し上げたいと思っているところであ
ります。以上であります。

●議長
それでは、ただ今までのお話しについて、皆様方から何かご意見等ありません

か？

●Ｇ委員
公債費比率適正化計画ですか、市の財政を適正化するためには、事業を減らす

こと、人を減らすこと、使用料その他税金、税収を増やすこと、この３つだと思
いますね。ところで、退職者の３分の１を補充をするということはどこに書いて
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あったのでしょうか？

●阿部財政課長
資料の４の３ページに掲載されています。

●Ｇ委員
資料はっきり分かりませんけども、適正な定員を守ってとかというな言葉がこ

れについたと思うんですね。その上で退職者の３分の１を補充するというのがあ
ったと思うのですけども、地方公務員法の大きな分厚い壁があると思うんですけ
ども、それを突き破って人員を大幅に３０％ぐらい減らすという計画がありまし
たけども、計画では、今までどおり市債を発行した場合どうで、１０年先にどう
なる。ナンボ減らした時にどうなるときに、４０％減らすんですか、６０％減ら
すんですか、そうした場合に１０年後にどうなるという話しがありました。とこ
ろで人件費は僅か３％しか減らないですね。
そこら辺のところを、定員制というのはどこが定員何だか、本採用、臨時職員

が非常に多いですね、定員をオーバーしているのをスパッと切るのか、そのぐら
いのお考えがないのかどうかということが一つです。
２つめはですね、予算にあったと思うんですけどね。由利本荘市の予算の概要

という資料の１２ページの歳出のところに公債費８６億４６００万ですか、あり
ますがこのうち利息はどの位の金額が含まれているのか、これを教えていただき
たい。以上です。

●阿部財政課長
定員管理については、私の所管ではありませんけども、分かる範囲で説明をさ

せていただきます。先程、財政がらみのところで合併効果が現れるところは人件
費だろうと、これは誰しも思うことだと思います。
当然本庁がありまして、総合支所体制でありまして、総合支所の仕事の関係を

どう整理をしていくのかということ、そういうことが今後３分の１に出てくるか
と思いますし、当然、仕事・業務をスリム化していかなければならないというこ
とが、これからの課題だと思いますし、その中には、人件費が減った分どこに仕
事がいくのかということ、当然出てくるはずであります。仕事の量がそんなに急
に減るわけではございません。
もっと時間があればゆっくり説明したかったんですけども、先程のＡ４の横の

資料をご覧いただけますか、人件費と物件費とか補助費等か歳出のところにあり
ますけども、人件費というのはすぐ思い出せるのは、私どもの職員給与、それか
ら議員の報酬とか、そういったものが含まれた分が人件費でございますけども、
人件費が全てここに入るかというとそうではないですね。職員給はここに入って

、 。 、 、いますけども 下の方の物件費 物件費といいますと すぐ思い出すのが需用費
例えば消耗品とか何とかと思い出しますけども、
物件費の中には、臨時職員の賃金。賃金からもらう職員の方々のもの、あるいは
委託費、旅費とか備品購入費とかそういったものが全部含まれます。
この物件費に含まれる賃金というものが、どれくらいあるかといいますと、約

７億円程であります。それから、私たちの仕事を何処にお願いするかというと、
今度委託であります。いろいろなところの施設から様々なものを委託費というこ
とでやるわけですけども、その委託費、１８年度でありますけども２２億程であ
ります。これはあくまでも普通会計分でございますので、その他の下水道関係と
いうものは、全然別のくくりとなります。そういったものが含まれて物件費とい
うことになりますので、くくりというのが非常に難しいございます。それから、
投資的経費の中にも事業費で出る職員給与というのもございまして、その分とい
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うのも投資的経費の方に、そういったもの含まれます。今ちょうど１９年度の決
算統計の作業をやっておりますけども、約１億６千万程ぐらいは、ここに入るだ
ろうというふうにありますし、例えば除雪機械、ブルトーザー買ったりなんだり
した場合に、当然、備品なんですけども、この決算統計でこの数字で出るかぎり
では、普通建設事業、ここに数字が入ってきます。ですので、普通建設事業とい
いますと物ができたりとかになりますが、大きい備品の購入費がここに含まれて
くるというようなことで、説明が足りない場合は誤解を受けるところもみえてき
ますので、委員が心配される定員適正化というところ、十分これについては職員
課の方で配慮しておりまして、その上での３分の１の補充で間に合うだろうと。
当然、国・県の方向としましては、公の事業の取り扱いについては、極力見直し
をしていきましょうと。民でやれるものは民でいきましょうと、いうような方向
が示されていますので、その分が、別の分野で数字が動いていくというふうに捉
えていただきたいと思います。
それから、利息ですけども、大雑把ですみませんけども、約８６億のうち２０

億程が利子だとみていただきたいと思います。

●大庭企画調整課長
私も職員関係の部門では、ございませんので、はっきりした数字ではございま

せんから、ざっとで聞いていただきたいのですけが、約７０人から８０人くらい
の方が毎年退職されています。特に、来年、再来年、ここ３年くらいは、団塊の
方々が多くなりますので、１００人まではいくか、いかないかくらいの方が退職
対象になっているはずでした。その約３分の１の採用ということですので、今年
も含めまして、２０人か３０人くらいのですか、その方々が採用なっていくとい
う状況であります。
早期退職の方々も、想定以上にいらっしゃいますので、確か集中改革プランの

定員管理について比較してみますと、想定以上に進んでいることやに耳にしたこ
とがあります。
反面、当然ですけども職員一人当たりの仕事は増えていると思います。私事で

すけども、この会をもちましたのも今年から増えてい部分でありますし、正直な
ところを言いますとここ３年で判子の押す数は３倍くらいに増えてると、私はそ
れなりに思っております。それはそれでしようがない話しでしょうから、頑張ら
なければいけないですけども、いろんな部署があるわけでありまして、自分のと
ころが全部だよということではないのですが、そういうことは、当然、逆算して
みれば想像できることではあるだろうというふうに思います。

●議長
Ｇさん。よろしいでしょうか？

●Ｇ委員
今日はこれぐらいにしておきます。

●Ｎ委員
意見というかお願いですけども、私は財政報告を伺うのは２回目で、阿部課長

には南内越の勉強会で講師としてきていただいて、第２の夕張になるのではない
かというところをもっと分かりやすく、我々素人にも教えてくださいということ
で、伺いましたら、ひと言で今の状態で推移できれれば、Ｎさんが心配するよう
な第２の夕張にはならないだろうということを唯一の頼りにしていますので、お
目付役のところを阿部課長によろしくお願いしたい。中身は素人で分かりません
ので、よろしくお願いしたい。
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大庭課長、先程おっしゃいましたいろいろな経費削減の中で、今年の１月末以
来、副市長が１０何カ所回って、いろんな集会で意見をいただいたと思うんです
が、是非それを拳々服膺していただきたいと、２月末の市長を囲んでということ
で、私も質問・意見を言わしていただいたのですが、これだけ国に金が無いとい
うのは、もう私も町内役員を含めて６年間耳にたこができる程言われてましてで
すね、町内会でこんなことやってくれ、あんなことをやってくれという、金の掛
かる話しは、自主的にこの３年くらいは要求しておりません。誰でも、いろんな
ことを言って減らされるだろうなということは覚悟しているわけですよ、ただ順
番があるでしょうということです。経費削減だと言って、人件費だといって、じ
ゃ公民館だというふうにストレートにサッとおりてきてしまうのが、あまりにも
拙速だということで。
同じ事をもう一度言うのですが、去年の１２月、知事さんは、業務移管するん

だと。それで人件費は年間約２０億円、人員は１５％削減するんだと、こう言っ
ていれば、地方のところに仕事が流れてきて、お金も一緒についてくるのは当然
の話しなんで、事業を回せるところには、人とお金はある程度必要だというふう
に考えるのが常識だと思うので、その辺のところの折り合いを上手くやっていた
だきたいと思います。以上です。

●大庭企画調整課長
全段の方は財政課長への激励というふうに受け取っておりますので、私が替わ

ってお礼を申し上げたいとます。
後段の部分ですけども、市の機構といいますか、施設の配置とかいろんなもの

を含めて、何とかして圧縮できるところは、圧縮していかなければならないとい
うことが大前提であるかと思います。鷹照副市長も我々にも申し上げていますけ
ども、昨年１２月に今年度２０年度の予算編成をしようと思ったときにあまりに
も金が無かったもんだから、何とかしていかなければならないなというときに、
できるところは出張所かなということになったたと。その時にあまりにも金が無
かったもんだから、そういうふうに発想してしまったけども、住民の人たちのご
意見を聞く期間が短くて申し訳なかったなと。あれは自分の間違いであったとお
っしゃっております。
手順はきちっと踏まなければならないという事だと思いますので、おそらく、

いつかはわかりませんけども、３年後なのか、５年後ななのか、来年なのか分か
りませんけども、同じ考え方は、いわゆる出張所のことについては、考えなけれ
ばならない時期がいつか来ると思います。その時、地域協議会にご意見を伺うこ
とになるので、皆さんのご意見をお聴きしながら、住民自治のまちづくりにつな
がるでしょうけども、そういう方向を探らなければならないということをお願い
申し上げたいと思います。以上です。

●議長
私から、財政課長に確認を兼ねて質問いたしますが、今は合併特例債が中心で

しょうけども、これまでは、過疎債を運用してきた実態があるわけですよね、あ
れは確かに時限立法ですので、２度３度延伸してきた経緯がありますが、まず一
つは過疎法そのものが２２年で切れるということのですか？
それから、次に、合併特例債を使われていますが、財政計画素案の表を見ます

と２５年度に合併特例債がこれまで１１～２０億程度のものが７６億にまで膨れ
上がっていますよね。これはおそらく、下の歳出部分と合わせますとね、投資的
な経費のうちの普通建設事業と一緒になるような気がしますので、この時期に何

、 。か大きな建物を想定しておりますか？その２点について 少し説明してください
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●阿部財政課長
議長さんがご存じのように、過疎法というのは名前を少しずつ変えて、何回か

衣替えをしてきた経緯があります。時限立法で２１年度で今のところ終わる予定
ですけども、たぶん、また衣替えをして、過疎かなんかの言葉が付いて新しい名
前ができるのではないかというふうに期待しております。
２５年度の大きい数字でございますけども、あくまで仮定ですけども、ゴミ処

理場。隣のにかほ市も含めての計画なんですが、今ある計画の中で、このぐらい
の大きいものだそうで、とりあえずここにはさめておきました。
当然、合併特例債を使うのが一番有利な状況ですので、とりあえずはゴミ処理

場ということで数字を上げております。

●議長
随分大きい数字ですね。

●阿部財政課長
ゴミ処理というのは、通常の定期点検でもですね、１億～何億という世界のよ

うです。ですので、新設ということで計画としては上がっているようですので、
何はなくても生活関連の一番大切なところだというふうに思いますので、とりあ
えずはここに仮定として上げていおります。

●議長
関連してですけど、私も広域圏の監査委員でしたから中身は分かっているんで

すけども、今の施設を今度、にかほを含めた形の施設にする計画ですか？それと
も単独の１市７町分の合併後の施設としてもっていくという計画でしょうか？

●阿部財政課長
去年か今年からか、両市で、こういうゴミの量とかの計画書の策定が始まって

いるはずです。それを受けて、２５年度単年度ではないと思うんですが、後半で
建設ということを今のところ計画されておりますけれども、はたしてこれから、
企画サイドの方で建設という形になるのか、改修という形になるのか、そういっ
たところを含めて、これからの企画サイドでの作業になるかと思います。

●大庭企画調整課長
これは、また違う面からのお話しを出してしまいますので頭の切り替えが欲し

いんですけども、合併特例債はご案内のように合併後１０カ年という期限付きの
。 、 。特別な起債であります おそらく 全国の合併市は同じ状況にあると想像します

私どもの市だけが突出して悪いわけではないのでありまして、おそらく中の中と
か、中の下ぐらいにいるのではというぐらいの感覚だと思います。一つは上手く
合併特例債を使うためには、１０カ年という枠を伸ばす方法はないかということ
を今考えています。市の内部で考えている話しなんですけども、例えば１５年、
合併特例債は１０年でなく１５年使えますよとか、いわゆる延長法みたいなもの
がありますと、市としては、非常に楽になっていく、２６６億という数字も、も
う少し増やせるだろうし、というふうなこともありますので、政治的には合併特
例債の延長というような名称になると思いますけども、そういうふうな要望を国
にしていくべきかなというふうな、今考え方をしております。全国の何処の市も
同じような考え方になるかと思います。

●Ｎ委員
今の話しで関連ですけども、道州制の話しに関るんですけども、前々から私も
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思っているんですが、ゴミ処理云々ですと、たまたま由利本荘市のは土谷で私の
ところにあるもんですから、公害云々ということで何度かお世話になって、見に
行ったりしているんですけども、隣のにかほ市と行政的に一緒になって、ゴミ処
理以外にもやっていますよね。これを象潟に住んでいる人方に聴いても、意外に
そういうことが全然知らないと。し尿処理みたいのは本荘に運んでいる事を知ら
ないわけなので、例えば、し尿処理で砂が余計になってきて、痛みが激しくなっ
て、何億というお金をかけて直さなくてはいけないというのは、そういうものも
絡んでるんだという話しをしたんですが、一向にそういうことを知らないという
ことと。
道州制の話しに絡むんですけども、今道州制をやって経費削減、人件費を削減

するんですが、それを目玉で進めるためには、地方に権限委譲というのが、えさ
として来るわけです。その時に人口何万人というくくりできますので、ちょうど

、 、由利本荘市は今８万８千ですか 隣の市を入れますと１１万何某になりますので
是非、ゴミ処理場、偉い金額をお手伝いしてるのはいいんですけども、由利本荘
市に合併で入ってくださいよと、今ぐらいから恩を着せてやると言うことはいか
ないわけでしょうかね。以上です。

●阿部財政課長
全部由利本荘市が出すわけでありませんで、応分の負担は当然してもらいます

し、Ｎさんが心配されているように、もしそういうような保守が必要なものにつ
いても、当然毎年のように広域を通しまして負担金でいただいておりますので、
その点につきましては、何とがご理解をいただきたいというふうに思います。

●大庭企画調整課長
道州制に絡んでということで、道州制のお話しも出て参りましたが、新聞紙上

等で寺田知事がよくお使いになられる言葉でありまして、北東北３県というなこ
とが、一つのくくりでいいのではないかということでおっしゃっているのを皆さ
んもお聞きしているかと思います。
私も新聞等の情報を超えていないのですけども、いろいろ役所の中でも議論し

ますが、まだ市町村の合併がぶれていると思います。もう少し固まるまでといい
ますか、新市の意志の統一というものが、足元を固めるためには、最低１０年く
らいで、どうかなと思っていますので、おそらく寺田知事も道州制と言っている
のは、３年とか、５年とかという先ではないのではないのかなと思います。やは
り１０年後くらいをひとつのラインとしていると思うのが普通かなというふうな
ことでありますので、当然、その場合には、いろいろな問題とかは出てきますの
で、一通りクリアはしていかなければならないことでしょうけども、日本という
国の再生に向けての一つの起爆剤になり得るだろうというふうに事務局としては
思っております。

●議長
限られた時間の中での協議ですが、財政計画と主要事業の見直しを終わりたい

と思います。ここで５分くらい休憩を入れます。

休憩(５分)

●議長
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引き続いて、会議を開きます。
当地域における平成２０年度の事業計画、公の施設の利用状況等について説明い
ただきます。

・本荘地域における平成２０年度の事業計画について
・本荘地域における公の施設の利用状況等について

●事務局（企画調整課参事兼課長補佐 佐藤）
「資料３平成２０年度主要施策の概要(本荘地域版)」の資料にて口頭説明

●事務局（企画調整課主査 佐々木）
「資料５市の公の施設(本荘地域)の利用状況等について」の資料にて口頭説明

●議長
ひととおり説明が終わりましたので、皆さんから、何かご質問なり、あるいは

こうした方がいいというご意見なりをいただければ、ありがたいと思いますが。

●ｃ委員
(公の施設の）表の見方ですけども、うち減免ということの説明がなかったの

で、言葉の意味を教えてください。あと差引の合計というものがないのですが、
およその合計を教えていただきたいのですが。

●事務局（企画調整課主査 佐々木）
減免についてですが、件数だけ記載しておりますが、例えば地域住民の方が公

民館等を使用する場合に、使用料を市民のことだからということでもらわなかっ
たりと、いろんなケースで減免等をしている形がありますが、施設の規則に則り
まして、使用料を免除した中で使用させても良いでしょうという事に該当した件
数がこちらの方になっております。 普段公民館、出張所等を活用している場合
は減免規定にあたって、使用料がかからないという形になっておりますので、そ
ういった件数ということです。
こういったところを受益の負担を今度皆さんで少し考えましょうということ

で、料金は低くするけれども、少しくらいは出していただきましょうとか、とい
ったところを皆さんに協議していってもらいたいと考えているところです。

●ｃ委員
それからこの公の施設の中で温泉が入ってないようですが、どういった取り扱

いにしておりますか？

●事務局（企画調整課課長 大庭）
今の、２点についてご説明申し上げますが、このＡ３のところは４６施設記載

しておりますけども、ピックアップしたものでありまして、全体像としては資料
の前にありますけども直営が１２０、プラス指定管理施設の施設があるんだけど
も、その中でピックアップしたものが４６、今回あるよということで、今回ご理

。 、解願いたいというふうに思います 合計値を書いても全体像でないのでと思って
、 、あえてつけなかったんですけども ざっと計算しますと４６施設で約２億の赤字

マイナスです。
ｃさんがおっしゃったように、温泉施設は載っていないですけども、温泉施設

はどちらかというと、プラスマイナス０ぐらいでいっていると思います。人件費
のところは持ち出しだけども、中身でいえば、プラスマイナスのところだとたぶ
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ん思いますが、そういうところを入れれば、当然もっと増えるとは思います。

●ｃ委員
それはですよ、どういう数字をもって言っているのか分かりませんが、私資料

をもっていますけども、かなりの赤ですよ、何千万の赤ですよ。その大きい赤を
見せないで、小さい赤だけを見せても 「鶴舞温泉」であっても「ぱいんすぱ」、
であっても、かなりの赤が出ているはずです 「遊泳館」並の赤が出ているはず。
です。

●事務局（企画調整課課長 大庭）
今ｃさんからおっしゃられたことは、私の前聴いたことに記憶だけで話しして

いますので、いずれ公の施設にはなっていると思います。そういうところについ
ても、今後ですね、これと同じような表にして、示していきたいというふうに思
いますので、今回については、４６施設についてお知らせしたいということでご
理解をお願いしたいと思います。

●議長
ｃさんよろしいですか。あとで表に表しますので。

●ｃ委員
はい。

●Ｇ委員
今回上がっている施設は、利益を上げる目的ではないと思うんですけれども、

このような施設が全部利益が出るようにする何かいい知恵がないかを私たちに聴
かれているのでしょうか？

●事務局（企画調整課課長 大庭）
Ｇ委員からご質問があった件ですけども、申し訳ありませんけども４月から受

けたものですから、去年までの経緯が把握できてなくて、的確な答弁ができない
かもしれませんけども、Ａ４の後ろのページに書いてあるとおり、地域協議会の
権限としまして、公の施設に関する事項、これについては意見を聴きなさいよと
いうふうなことがあるわけです。では公の施設はどういうものですかということ
の始まりが、こういうふうなものが当本荘地域における公の施設ですよというふ
うなものをお示ししたと思っております。
ただ、由利本荘市の流れとしましては、この公の施設に関する経費が全て一般

財源でありまして、今後先程から申し上げましております財政計画と非常にリン
クしてくるわけであります。つまり何とかして支出しているものを減らすこと、
支出を少なくするということをしていかないと、健全な財政計画になっていかな
いということから、先程Ｇ委員から言われたように、これをプラスマイナス０に
することについて意見を聴くのかというふうなことでありますが、それも一つの
最終的な目標でありましょうけども、ある意味では公の施設でありますので、０
にすることは不可能だと思います。なるべくマイナスをなくすにはどういうふう
なことが考えられるのかというふうなことについて、ご意見を伺いたいというこ
とではないのかなと、去年までの経緯が分かりませんが私は思っておりました。

●議長
今日ここにこの表を出していただくことにしたのも、実はそういう関連があっ

たのですよ。行政の方でも当然、使用料、減免の問題も含めて考えておられると
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思いますが、当地域協議会でも、うちの方の協議課題となっております以上、こ
の会議でも実態を見極めながらね、皆さんからご意見をいただいて提言をしたい
とも考えておりますので、官民両方のサイドで検討していくことが大事なんだろ
うと思います。
申し上げておりますように、この協議会でも分科会、第２、第３の方でこの事

項を取り上げて検討することにいたしたいと思っておりますので、ここで、これ
以上皆様からご意見をいただくことは、差し控えたいと思います。今後の大きな
課題として取り上げていきたいと思いますので、ご了解をいただきたいと思いま
す。
まだまだ、皆様方からご意見もあろうかと思いますが、限られた時間５分程超

過してしまいました。この辺で当協議会を終わりたいと思います。どうもご協力
ありがとうございました。

●事務局（企画調整課参事兼課長補佐 佐藤）
今後の２回以降の協議会につきましては、冒頭の協議で分科会方式でやること

に決めていただきましたので、その時間の持ち方等も含めて、会長さん副会長さ
んと相談させていただきながら、次回の開催の時間等についてですね、検討して
ご案内させていただきます。

７．閉会




